第１１章　運輸、通信
道路概況
　大阪府下における昭和52年４月１日現在の道路法の適用される国道以下各道路の実延長は、１万5,522 キロメートルであった。そのうち規格改良済道路は8,572 キロメートルで、実延長の55.2パーセントを占めている。又、未改良道路の実延長は6,951キロメートルで前年とほぼ同じ水準となった。
　一方、路面別に内訳をみると、未舗装道は前年より134キロメートル（3.3パーセント）減少し4,044キロメートル、舗装道は１万1,478キロメートルとなり舗装率は73.9パーセントで前年の72.7パーセントより1.2ポイント増加した。このように、道路の改良や舗装は年々増加の傾向にあり、道路の整備がすすめられている。
自動車
　府下における自動車交通量をみると、大阪市内の交差点における１分間の平均交通量は52年は54.9台で前年の56.5台を1.6台下回り、53年は55.8台となり若干の増加となった。又市域外では67.8台で前年の69.0台を下回ったが53年は68.8台で52年を上回った。これを交差点別に昼間（７時から19時）12時間値でみると、１分間に100台をこえる交差点は52年で東大阪市荒本（192.9台）、守口市大日（176.6台）、豊中市千里I ･ C （173.0台）、梅田新道（111.4台）、枚方市中振（106.4台）、堺市安井町（104.8台）、大和田西（103.4台）の７交差点となった。又、53年は東大阪市荒本（197.6台）、豊中市千里I・Ｃ（193.9台）、守口市大日（158.3台）、梅田新道（121.1台）、大和田西（102.5台）、枚方市中振(101.6台）の６交差点となった。一方、交通停滞の発生状況を52年の結果でみると、交通停滞は27,472回発生し、前年（22,587回）を4,885回上回った。これを月別にみると、2,000回をこえる停滞は前年9、10、11、12月の４ヵ月だったが52年は１月と５月を除くすべての月で2,000回をこえる停滞となった。
鉄軌道
　大阪府下における国鉄各線の52年度の乗車人員は関西本線と片町線を除くすべての線で前年を下回った。又、主要駅でみると、大阪駅、天王寺駅、京橋駅、鶴橋駅、高槻駅、新大阪駅などはすべて減少となった。一方、私鉄各線の乗車人員は、北大阪では阪急梅田駅、阪神梅田駅は共に前年を若干上回った。又、南大阪では近鉄阿倍野橋駅では若干の増加、鶴橋駅で減少となった。又、南海難波駅及び京阪淀屋橋駅では若干の増加となった。
海上・航空輸送
　昭和52年の海上出入貨物数量は、輸移出入総量で１億5,441万トンで、前年に比べ約387万トン（2.6パーセント）増加となったが、まだ昭和49年（１億5,736万トン）の水準に達していない。輸移出貨物は5,092万トンで前年に比べ0.2パーセントの減少、輸移入貨物は１億349万トンで前年に比べ4.0パーセントの増加となった。
　これを港別にみると、大阪港が総量で7,891万トンで0.1パーセントとわずかに増加、又堺泉北港は6,466万トンで4.4パーセントの増加となった。取扱い品目でみると、輸移出品目では金属機械工業品、化学工業品で全体の80.4パーセント、輸移入品目では鉱産品、金属機械工業品、化学工業品で全体の91.0パーセントを占めており、この割合は前年よりそれぞれ6.9ポイント、0.2ポイント低下している。次に大阪国際空港における旅客、貨物数をみると、旅客数は1,387万人で前年より16.8パーセント増と大幅な伸びを示し、48年、49年水準を上回った。又、貨物数は12万6,230トンで前年に比べ7.2パーセントの増加で前年に引き続き増加となった。国内線では旅客数、貨物数共に増加を示し、国際線では旅客数は増加を示したが、貨物数ではわずかながら減少となった。
通信
　昭和51年度末における府下全域の開通電話数は286万７千台で前年度に比べ4.4パーセント増加した。開通電話数の増加率は年々低下傾向を示しており、本年度も前年度（6.9パーセント増）の伸びを下回った。又、住宅用も年々増加率を低下させてきており本年度は5.6パーセント増と前年度（7.6パーセント増）の伸びを下回り、台数は183万３千台となった。その結果、1.4世帯に１台の割合となった。次に、昭和51年度における府下各郵便局の引受国内郵便物数の状況をみると、通常総数で11億4,552万通となり２年連続の減少から5.5パーセント増とプラスに転じた。このうち、封書などを中心とする第１種郵便が50.5パーセントと過半数を占めている。
